
北九州空港の運営形態の検討の方向性について

北九州空港に望む姿 現状

国際貨物の急激な拡大、国内貨物の伸び悩み将
来
像
１
物
流

物流拠点に相応しい安定した貨物量 

九州唯一の貨物定期便就航（那覇・仁川）多様な国内外のネットワーク構築 

九州・西中国など広域からの需要掘起こし、物流事業者の誘致 

既存路線の維持と新規路線誘致、またチャーター実績の積上げ

欧米直行に必要な滑走路長が不足 
狭隘な国際貨物上屋 機能強化（拡充された空港施設） 滑走路延長の早期実現に向けた国・県など関係機関との連携 

貨物上屋の充実、エリア全体にかかるデザイン策定と事業展開 

物流事業者が未集積（通関体制が不十分）機能強化（物流事業者の利便性確保） 物流事業者の誘致と通関体制の拡充、統括的な貨物エリア運営 

３工区が未竣工、利用可能な土地が不足物流拠点の充実（活用可能な広大な土地） 3 工区の早期造成、エリア全体に係るデザイン策定と事業展開 

現・就航路線数では 200 万人に未達
将
来
像
２
交
流

多様な国内外のネットワーク構築 

アクセス手段はバス・タクシー及び、自動車空港アクセスの強化

民間の持つ国内外のネットワークによるエアライン誘致 

民間創意工夫による駐車場拡張、空港アクセス機能の向上 

ピーク期はターミナル・CIQ 施設等が狭隘機能強化（拡充された空港施設） 民間創意工夫によるターミナルビル拡張 

3 工区が未竣工、利用可能な土地が不足

将
来
像
３
産
業

航空機産業拠点が形成 

MSJやボルガ拠点等、航空系事業展開を想定航空関連産業集積･雇用創出 

３工区の早期造成、プレーヤーによるエリア全体デザイン策定と事業展開 

航空系産業とのネットワーク構築と、産業の誘致

＜１＞北九州空港の目指す姿と課題の整理

※
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、
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れ
る
も
の

今後必要となる取組み（課題）

＜２＞北九州空港の運営形態の検討の方向性
北九州空港機能強化・利用促進特別委員会

【国土交通省】国から見る北九州空港の活性化に向けた検討
・空港基本施設・ビル・駐車場施設を用いた各事業の現状や将来性 
・未利用地を用いた事業に関する将来性 等 
についてより詳細な情報収集・分析が活性化に向けた検討に資する 

【FIAC】「福岡県の空港の将来構想の実現に向けた協力」
北九州空港への運用時間外のエアライン誘導や貨物支援

【北九州市】
空港の運営形態毎の 
メリット・デメリット

【学識】
・北九州空港でのアイデアと展開
・地域活性化に寄与する可能性

新型コロナウイルスの影響を踏まえても、
空港活性化に向けた民間活力の活用の 
可能性と期待が残されている

今後は、
・国の動向や他空港の状況 
・マーケット・プレーヤーの状況 
・新型コロナの収束状況 等 
 を注視しながら、空港活性化策の
一つとして、コンセッション手法
の検討も継続していく。

令和２年１１月６日（金） 

北九州空港機能強化・利用促進特別委員会


